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《大会委員長挨拶》 
 

第 25 回全国大会を振り返って 
 

大会委員長  勅使河原 隆行 
（千葉商科大学准教授） 

              

日本人間関係学会第 25 

回大会は、千葉県市川市の

千葉商科大学にて開催され

ました。今大会では千葉で

沢山の方々とお会いできま

したこと本当に感謝いたし

ます。 

今回の全国大会では、いくつか新しい試みを

取り入れました。第 1 に、ポスター発表の実施

です。これまでの研究発表や実践報告は口頭で

の発表のみで

あったため、

限られた時間

の中では、ど

ちらかという

と発表者が一

方的に話をし

ていることが

多く、他の参

加者との議論

をする機会が

あまりありま

せんでした。

その点、ポスター発表では、より多くの方とご

自身の研究成果に関して議論をしていただける

場の提供につながったのではないかと思います。 

第 2 に、台湾の国立中正大学の呉啓新先生を

お招きして、国際学術交流を開催いたしました。

台湾では人口に占める 65 歳以上の割合が 21%

以上のいわゆる「超高齢社会」が間もなく訪れ、

同時に少子化問題も進行しており、日本が経験

してきたことが台湾でも起こる見込みです。労

働人口も減り、働く環境にも変化が生まれ、人

間関係にも影響してきます。日本と台湾は共通

点も多いですので、呉啓新先生と一緒に様々な

議論が出来きて良かったと思っています。そし

てこのご縁をきっかけにして、今後は台湾でも

学会開催することを実現することになりました。 

そして第 3 に、情報交換会（懇親会）を学内

で実施し、メニューに関しても単なるケータリ

ングではな

く、学生が考

案した復興

支援メニュ

ーなどの提

供をさせて

いただくこ

とができま

した。懇親会

も、広い意味

で人間関係

に関するこ

とだと思っ

ておりましたので、参加された皆様とお目にか

かれたことは楽しく、貴重な時間を共有させて

いただきました。 

以上、甚だ簡単ではございますが大会を盛り

上げていただきありがとうございました。これ

からも多様性に寛容な社会を目指していくこと

を大切にしたいと考えます。 
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全国大会特集 2017.11.17-18．  

 
 

日本人間関係学会 第 25

回全国大会の初日、ドリームフ

ィールド鈴木満氏（本学会理

事）のアイスブレイクを皮切りに

千葉商大の勅使河原隆行大

会長の講演「多様性に寛容な

社会を目指して～人間関係力

の向上のために～」が開始、次

いで同大人間社会学部長朝

比奈剛氏の基調講演「アクティ

ブラーニングを通じた人間関係」

が行われた。 

 

昼休みを挟んで、小山望理事長、

杉山雅宏副理事長、鈴木満理事、

谷川和昭常任理事の各ワークショップ、

総会、情報交換会が実施され、終始

和やかなムードの中、初日が終了した。 

情報交換会には翌日の国際学術

交流の前打合せも兼ね、台湾から吳

啟新国立中正大学副教授らも駆け

つけた。そして、特筆すべきは学生スタ

ッフの勅使河原軍団（ゼミ生）のテキ

パキした笑顔のおもてなしである。参

加者一同は感謝の思いとなる。 

 勅使河原軍団からのおもてなしとして、小林牧場の山

武和牛ソーセージと焼肉を振舞われたが、できたてほや

ほや、熱々の料理に参加者誰もが舌鼓を打っていた。ま

た、相馬田んぼアートとのコラボによる地ビール３種類は

コクのある絶妙な味わい深い一品だった。お酒好

きをうならせる素晴らしいテイストを醸し出していたこと

も書き添えたい。なお、千葉商大特製のおでんが大

会手提げのなかに入っているサプライズ。参加者は大

会後に食されたと思うが、出汁が効いた絶品であった。 

 

 

説明をされる勅使河原隆行先生 

山武和牛の焼き肉とソーセージ 

 

 

基調講演で語る朝比奈剛氏 

勅使河原ゼミ縁のオリジナルビール 
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大会 2 日目は、国際

学術交流として、台湾

より国立中正大学 労働

関係 副教授の吳啟新氏

をお招きし、「同一労

働同一賃金から考える

人間関係」と題するご

講演と意見交換、質疑

応答が行われた。 

2018 年 2 月 23-24

日には、台湾において

日本人間関係学会との

国際学術研究会が開催

されるとのことで、本

学会の歓迎ムードも最

高潮に達した。 

吳教授には小山望理

事長より本学会からの

の感謝状が贈られた。 

招聘の任に当たった

大会長の勅使河原隆行

先生と通訳の陳宜君氏

（ジンさん）に感謝を

込めて御礼を申し上げ

たい。また、勅使河原

先生におかれては、空

港への出迎え等も含

め、通常の大会運営業

務以上の時間と労力が

かかっていたことは想

像に難くない。 

この 2 日目は自主シ

ンポジウムが 2 題、研

究・実践・ポスター発

表が合わせ 30 題近く

あり、本当に活発な議論が繰り広げら

れた。多くの学び得たことを、今から

これからの人間関係に役立てたいもの

である。 

25 回目の学会はとりわけ記憶と記

録に残る大会となった。そして、次回

の大会は仙台の東北医科薬科大学にそ

のタスキを受け継いでゆく。 

 

 

吳啟新氏（右）  陳宜君氏（通訳）（左） 

 

出迎えのプラカード（空港にて） 

吳啟新氏（左から2番目）、小山理事長、勅使河原大会長 
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台湾大会特集 2018.2.23-24  

 
 

2018 年 2 月 23 日を皮切りに、

国立中正大学社会科学院会議場に

おいて、「社会的弱者に対する就業

や復興に向けての地域社会づくり」

をテーマとする国立中正大学社会

企業研究センター国際学術会議が

日本人間関係学会との共同で開催

された。 

初日 23 日は 6 つの演題が、

最終日 24 日には 4 つの演題が

設けられた。前夜と会議の合間

には副学長室への表敬訪問、エ

クスカーションも採り入れら

れ、両国における研究者・実践

家のさらなる親交が結ばれた。 

この国際大会の実現に向けて労をとって下さった台湾側大会事務局

の吳啟新先生、日本側大会事務局の勅使河原隆行先生、そして、中正

大学卒業生や学生スタッフの皆様に感謝を申し上げたい。 

なかでも、バックステ

ージを支えてくださった

陳宜君氏（ジンさん）の

献身的な翻訳作業と通訳

等、そして翁譽真氏（ヨヨさん）の配慮の行き届い

た調整や通訳等は忘れられない。今大会の成功に彼

女たちの力は欠かせなかった。 

 日本側の参加者は 8 名で、初めての海外での交流

ということもあり、役員の中から参加を募集したメンバー

であった。23 日発表の杉山雅宏会員、谷川和昭会員、河合

高鋭会員、24 日発表の小山望会員、早坂三郎会員、勅使河

原隆行会員、そして若杉博雄会員、内城喜貴会員である。 

 大会では、テーマに絡めた次のやりとりが印象に残った。

「さまざまな存在と存在の相互作用が大切であるが、背景の

異なる人と人とがより良い相互作用するには何が求められるか」という台湾側の質問に対して、

理事の河合会員が、こう答えた。「多様な社会を目

指す際には必ずジレンマがあるけれども、それに

対してそのジレンマを放置せず対話をすることが

大切である。そのためにも研鑽が求められるし、

プログラムもセットして考えていく必要がある」。 

 以下に、体験記を小山先生、早坂先生、若杉先

生より寄稿いただいたので紹介させていただくこ

ととしたい。 

 

 

 

共催を示す垂れ幕 

台湾大会最初の集合記念撮影 

 

大会前夜にハイパーマーケットにて 

発表の様子① 

 

 

発表の様子③ 

発表の様子② 
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「台湾での研究交流についての感想」 

台湾の中正大学で開かれた本学会と

中正大学との研究交流を目的とした研

究大会は、多様性に寛容な社会を目指す

本学会と社会的弱者を雇用した社会的

企業を推進していくための研究してい

る中正大学労働関係学部とは、ともに共

生社会をめざすということでは共通理

解の基盤があり、大変有意義な研究交流

となりました。橋渡しをしてくれた千葉商科大学の勅使河原先生、中正大学の呉先生には感謝申

し上げたい。今後も継続して交流を続けたいと思っています。           （小山望） 

 

「大会に出席して」 

大学のある嘉義市は、パイナ

ップルのお菓子で有名なように

とても温暖な気候で、国立嘉義

大学は広大な面積にゆったりと

した佇まいの学舎が威容を誇っ

ていました。また、呉啓新先生を

はじめとして関係の先生並びに

院生や学生の皆さんたちは、皆

さん日本のおもてなしを上回る気配りの人たちばかりでした。そんな中で発表できる機会をお創

り頂きました勅使河原先生に心から御礼申し上げる次第です。          （早坂三郎） 

 

「台湾大会参加体験記」 

発表・傍聴の合間に中正大学副校長と１時間ほど情

報交換の機会があり、当大学が労働法や高齢化などの

研究基地となっていること、その中でも高齢化問題は、

まだ高齢化率 18％程度ではあるものの喫緊の問題で

あり、すでに高齢化社会の日本からは学ぶことが多い

とのお話でした。 

先生方や学生の皆さんと触れ合う機会が多々あり、

話をしてみると言葉の違いはあるものの、まるで日本

人と接しているかのように考え方、フィー

リングが似ていて、私たちに対して友好的

かつ好意的に接していただきました。また、

英語の通じる国と聞いていましたが、特に

若い方々にはかなり浸透していることを実

感しました。        （若杉博雄） 

 

なお、当日のプログラム・発表要旨集の

全文（145 頁）が右の QR コードよりダウ

ンロードいただけます。  

 

 

 

副学長との名刺交換 

23日、昼食後に副学長室にて 

総出での歓待を受けて 
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 日本人間関係学会は教育・医療・心理・福祉など研究者だけでの集まりでなく、人間関係に関

心のある企業人、学生、市民など多種多様な会員が集まっています。そうした会員のお一人おひ

とりにスポットを当てて、Q&A形式で、その実践やお人柄、人間関係への想いを語っていただ

き、人間関係学の探究に何らかの示唆を得ることが本シリーズの意図・ねらいです。シリーズ第

8回では、機関誌編集委員長を歴任された加藤誠之先生に語っていただきました。 

 

 加藤誠之氏（高知大学教育学部准教授） 

1968年生まれ。東京大学教育学部、同大学大学院を経て法務省に入省。法務教官、保護観

察官等として勤務した後、現任校（高知大学教育学部）に赴任。現在、高知大学で生徒指導論、

高知県立大学で更生保護論を担当している。 
 

 
        2017年光岳（てかりだけ）           2014年幌尻岳（ぽろしりだけ） 

 

谷川（広報委員会）：こんにちは。加藤誠之先生。

本日はよろしくお願いいたします。 

加藤：こちらこそよろしくお願いいたします。 

谷川：お目にかかるのは、昨年（2017）11 月に

開催された第 25 回全国大会以来ですね。 

加藤：千葉大会から、アッという間になりますね。 

谷川：2～3 ヶ月は確かに早いです。加藤先生は

千葉商大で私がファシリテーターを務めたワー

クショップにご参加くださり嬉しく思いました。

ありがとうございます。懐メロ談義も混ざりまし

て楽しい一時を共有できました。 

加藤：谷川先生の該博な御知識には感服しました。

六神合体ゴッドマーズは懐かしかったです。 

谷川：恐縮です。1980 年代初めに女性ファンの

署名で映画化もされています。と申しましても、

今の特に若い世代には分からないですね（笑）。

それにしても、ここ高知県は暖かい地域ですね。 

加藤：高知県に来てよかったことの一つは、毎日

ふんだんに太陽の光を浴びられることです。精神

的にも健康になります。 

谷川：その光のなかで、美味しいものもたくさん。

太陽の恵みは、文旦、ぽんかん、イチゴなども瑞々

しくジューシーにしれくれますよね。新鮮さがあ

って羨ましいです。ところで、関西地区会研究会

にも加藤先生は高知から大阪・京都に定期的にお

越しになられています。ご登壇される担当回では、

会場に、いわゆる先生のお話目当てで、ファンの

ような方々もいらっしゃいます。実際、私自身も

先生のお話にはいつも触発されるところ多です。 

加藤：恐れ入ります。大学でも、非行・犯罪系の

講義は人気があります。 

谷川：関西地区会だけでなく、大学の授業におい

てもお目当ての学生さんが多い。ご指導されてる

大学院生さんもそうかと。では次の質問。先生の

ご趣味は何でしょう。確か登山に、お料理に…。 

加藤：高校時代から登山一筋です。昨年は南アル
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プス南端の百名山・光岳（てかりだけ）に登って

きました。料理は趣味と言うよりも、妻も中学校

教諭として働いているので、家事分担の一端です。 

谷川：山登りを継続的・持続的になされているの

ですね。先生の教育研究姿勢に通ずるものを観じ

ます。また、お料理はてっきりご趣味であろうと

思い込んでいたようで、まさか役割分担でしたと

は（笑）。それでは次のご質問です。学会に入会

してどのくらいになりますでしょうか。 

加藤：学会には 1996 年ころ、大学院生のときに

入ったと記憶しております。 

谷川：学会歴が 20年以上になりますね。この間、

私も発表参加させていただきましたけれども、高

知大学で全国大会の実行委員長も務められまし

たね。学会にご入会の動機は何だったのでしょう。 

加藤：当時は大学院生で、就職のために業績を作

らなくてはならなかったので、私の論文を載せて

くれる学会を探していました。幸い、日本人間関

係学会は理解があり、私の論文をよく載せてくれ

たので、現在までおつきあいが続いております。 

谷川：運命的な出会いと言えますね。出会いと言

えば、加藤先生と私が初めて出会いましたのを覚

えておいでますでしょうか。第 17回大会（於：

文教大学、大会長：佐藤啓子先生）の時です。急

に雨が降り出して、傘に入れていただきたいと…。 

加藤：すごく懐かしいですね。覚えていますよ。

先生はその大会が初参加でご縁を感じました。 

谷川：ところで、加藤先生は学生さんを引率され

て現場に出かけられています。単に机上の講義だ

けでない取り組みが魅力です。その辺りについて

少しお話をいただけませんか。 

加藤：非行少年・犯罪者の処遇は、多くの学生さ

んにとって未知の世界です。少しでも具体的なイ

メージを持てるよう、刑務所・少年院・少年鑑別

所の見学を行っております。 

谷川：字面や写真、映像では分からないところが

分かりますね。これまで構築されたネットワーク

をしっかりと活かされておられます。本務校のみ

ならず非常勤先の学生さんも参加されています。 

加藤：現在、非常勤先の高知県立大学で、福祉職

を志す学生さん向けに更生保護論を担当してお

り、高知刑務所の見学を行っています。矯正施設

の福祉職とはどんな仕事かイメージする手がか

りになっていると思います。 

谷川：刑務所も社会福祉士、精神保健福祉士とい

った国家資格専門職の職域です。学生にとって、

将来の進路を考える手がかりになると言えます。

さて、先生は学会の機関誌編集委員長の役割を果

たしてられました。ところが最近、編集委員長交

代を申し出られたとうかがっています。何かご事

情があったのか。お差し支えなければ教えていた

だけませんか。 

加藤：機関誌編集委員長をお引き受けして 6 年に

なりました。学会の役職を特定の人が余り長く続

けるのは好ましくないと考えました。他の学会で

も、定期的に交代するのが通例のようです。 

谷川：そうなのですね。機関誌は「学会の顔」と

も言われます。私が申し上げるのもなんですが、

6年もの間、大役を果たしてくださり本当にあり

がとうございました。なかなか言えないご苦労も

さぞおありではなかっただろうかかと思います。

ところで、本学会には人間関係士という資格があ

り、人間関係力を打ち出しています。7 つありま

すが、大事になさっている順番に並べ替えるとど

うなりますか。 

加藤：①他者受容・共感力、②自己受容力、③連

携・協働力、④媒介力、⑤全体認識・洞察力、⑥

全体認識・洞察力、⑦回復・調整・再生力でしょ

うか。 

谷川：並び替えてみられてどうでしたか。ご感想

をお願いします。 

加藤：どの力も大事ですが、すべての根本にある

のは自分と違う他者を受容し、共感できる力だと

思います。私自身の講義でも、生徒指導の基礎に

あるのは生徒理解であることを常々強調してお

ります。 

谷川：相手をあるがまま受け止めて、共に在る時

間をつくることで前進できる可能性も開けてく

るのでしょうね。では、最後にもう 1 つだけ。人

間関係、こうすれば良くなりますよという何か提

言なり提案はございませんか。 

加藤：自分と違う他者を受容し、共感するために

必要な能力は聞く能力です。特に若い方は、今の

うちに様々な本を読み、様々な人と出会い、知見

を深めていって欲しいと思います。 

谷川：耳と心を傾けるということですね。自分や

自分達のことばかり夢中になり、それができない

若者に時折出会います。傾聴力と読み替えても良

いのかもしれません。本当はもっといろいろお聞

きしたかったのですが時間が来ました。今日は貴

重なお話をどうもありがとうございました。 

（インタビュー：2018年 1月 24日） 
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